
令和５年度 第１回高浜町総合教育会議 会議録 

 

開催日時 令和 5年 11月 17日（金） 開会 19:00  閉会 20:30 

開催場所 高浜町役場 会議室３、４  

出席者 

 町長  野瀬 豊   副町長 西嶋 久勝 

 教育長 村田 好史  委員  堀口 克博 

 委員  江川 雅也  委員  田中 温子 

委員  土本 聡美 

高浜中学校ＰＴＡ  大西 雄三、仲野 麻紀子 

高浜小学校ＰＴＡ  淺野 鉄也、木村 祥代 

和田小学校ＰＴＡ  細田 直彦、山本 あき 

青郷小学校ＰＴＡ  一瀬 久敬、久岡 純子 

内浦小中学校ＰＴＡ 上田 一千代、國安 清美 

 

事務局 

【総合政策課】 

 課長   永禮 義己    課長補佐 一瀬 正憲 

【教育委員会事務局】 

 局長   千坂 浩一郎   次長   小林 英文 

 次長   奥野 泰久 

１．町長あいさつ 

野瀬町長 

 学校のことだけにかかわらず、家庭での子育てのことであります

とか、高浜町で暮らしているうえでのいろんな課題であるとか、全

般に一般行政を含めてご意見を賜りますようお願いする。 

２．① 高浜町の教育施策について 
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資料に基づき説明  ・高浜町の教育施策について 

          ・その他 

【意見交換】 

高校の入学時に 5万円の助成を頂いたが、15万円程掛かった。 

もうちょっと拾っていただくと助かる。 

家計が苦しい家庭では、洗い替えの服が買えない。 

習い事に通わせたいが、通わすことができないといった方もいらっ

しゃるのではないかと思っている。 

子ども食堂、すごく良いことだと思う。関わっている地域の人がそ

の子が元気なんだろうか、気分が落ち込んでいないか、虐待といっ

たことがないかなどを見たいといったことは、公民館でもできるの

ではと思っている。 

未就学児はクルムなどがあるが、小中学生の遊び場が少ないように

感じる。自習室などがあるとよい。 
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町 

中学生のリュックサックが重いように感じる。 

義務教育課程の支援を展開しているが、大学等の経済的な不安に対

しての支援については、今後の検討していく必要があると思ってい

る。 

遊び場、自習室とかの話があったが、令和６年度には、ｃｏｃｏｋ

ａｒａの北側に公園ができる。脇坂公園も今年はオープンした。こ

れまで十分手当ができてなかった点を充実していきたい。 

自習室的な部分、最近新しい図書館にカフェが併設されている。今

後、施設の改修であったり整備の時には参考としたい。 

リュックの件について、数年前よりいろんな所からお話を聞いてい

る。家庭に持って帰る必要のないものをはっきり指導するように学

校に指示している。ＡＩドリルの導入により漢字ドリルや計算ドリ

ルといったものが、ダブレットを持ち帰ればよいようになる。副教

材なんかは、タブレットを活用するよう指示した。 

私事ですが、子どもが祖父の家から気比高校に通っている。寮費の

補助から外れるので、すこしでも補助してもらえると助かる。 

趣旨としては住むところが遠いばかりに学費が高いといった不公

平感があり地域間格差の是正が趣旨。趣旨に合致すれば対象にな

る。状況によって細かなルールがあるので、ご相談させていただき

たい。 

いろんなケースがある。通常のケースではない部分にどのような手

当をするか、どこをしきい値にするか難しいところ。満足できる制

度としてできるかわかりませんが、検討する。 

通学費助成をもらうと、寮費の補助がもらえない。 

子どもが寮に入っており、週末は帰ってくる。 

いろんなケースのご意見をいただくのは参考になる。今後の検討と

したい。 

児童数の推移。どの世代に向けての説明か？ 

高浜町のような田舎町においてどのようなことがネックになるの

か子どもを産み育てた経験からのご意見があればお伺いしたい。 

おおい町と比べられる。 

リフォームの補助金はあったが、新築で 100 万円の補助金を作っ

た。トータルでの生活のパッケージにしないと中々一転突破だけで

はいかない。居住、住みやすさ、他の機能の基盤を作っていく必要

があると思っている。 

小学校の子どもが高浜中学校に行こうかどうか話している。理由と

して、部活動（サッカー）がしたい。 

部活の選択肢が限られる。子ども達にとっては重要な要素。 

未確定なところがあるが、文科省、県としては、令和８年度から土
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曜日の部活を学校から放す。平日の部活については従来通り学校で

やる。 

今ある部活が土曜日も存続するのは難しいと考えている。 

高浜中の制服について、ジェンダーレス制服を検討して欲しい。 

選択できる部分があっても良い。 

全国的な問題。ＰＴＡの方と学校が十分話をしていただきたい内容

と考える。また、子どもの意見も聴いて欲しい。 

整理をさせていただきたい。きっかけは、生徒会の発言が良い。 

出て行った子どもが帰ろうと思うような施策を考えてもらいたい。 

生まれ育った町に、愛着とか郷愁とかを感じてもらうにして、その

愛着・郷愁に火をつけるための帰ってくる理由とか仕事とかが大事

と思う。仕事は選ばなければある。 

教育費の支援等について町外からの注目度は？。又成果は？。 

今度も九州からの視察があり、自治体からの注目はある。 

ＵＩターンの奨学金支援制度が帰ってくるきっかけになっている

のか？。効果として図るのは難しい。 

住宅支援等のカップリングが必要。 

PTA会長、１年で終わる。 

先程の制服の話ではないが、行政の方から提案が欲しい。 

こちらは気を使ってＰＴＡで議論してくださいとお伺いするが、現

実はそうはいかない。 

ファシリテートするよう考えさせていただく。 

 

 

 

 

 

 

 


